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●
空
き
家
や
古
民
家
の
活
用
法
や
本 

　
町
の
活
性
化
を
学
ぶ

　

９
月
19
日
（
水
）
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
、
空
き
家
を
活
用
し
た
観
光
ま

ち
づ
く
り
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
勉
強
会
は
、
空
き
家
の
利
活
用
で

の
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め

に
、
甲
佐
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
大

滝
祐
輔
会
長
）
が
企
画
。

　

協
議
会
の
一
員
で
古
民
家
を
活
用
し

た
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
取
り
組
ん
で

い
る
株
式
会
社
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
（
兵
庫
県
）

の
藤
原
岳
史
代
表
取
締
役
社
長
を
講
師

に
、
甲
佐
町
の
将
来
を
考
え
る
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
概
要
や
現
存
す
る
古
民

家
の
活
か
し
方
、
ま
た
将
来
の
本
町
の

活
性
化
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
は
約
50
人
。

●
古
民
家
を
観
光
資
源
と
し
て
利
活

　
用
し
来
町
者
を
増
や
す

　

勉
強
会
で
は
、
１
棟
貸
し
の
宿
泊
施

設
と
し
て
複
数
の
空
き
家
を
再
生
し
、

地
域
活
性
化
し
た
事
例
な
ど
を
紹
介
。

　

藤
原
さ
ん
は
、
「
空
き
家
や
蔵
な
ど

の
古
い
建
物
は
、
資
源
に
変
え
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
温
泉
な
ど
の
観
光
資
源

が
な
く
て
も
、
宿
泊
が
目
的
で
は
な
く

『
村
人
体
験
』
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で

観
光
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
ず
は
甲
佐

町
で
１
日
を
過
ご
す
人
々
を
呼
び
、
そ

れ
が
未
来
の
住
民
へ
と
つ
な
が
り
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

古
民
家
再
生
で
人
を
呼
び
込
も
う
！

空
き
家
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
を
開
催

株式会社ＮＯＴＥ

藤原岳史 代表取締役社長

　町では、空き家や自然などの

地域の資源の有効活用を通して、

移住・定住の促進や交流人口の

増加を図り地域の活性化につな

げていくため、さまざまな事業

に取り組んでいます。

　今年６月には（一社）パレッ

ト（大滝祐輔代表理事）が中心

となり、「甲佐町まちづくり協

議会」が発足。地域の古民家な

どを活用した農泊連携事業など

に取り組み、地域資源を活用し

た地域活性化を実現するための

活動を行っていきます。

　また７月には、本町に存在す

る空き家や自然などの地域資源

を活用し、街並み整備や観光振

興などに関する取り組みを連携

して行うための協定を、町や

（一社）パレットなどの６者で

締結しました。

　今後、本町の地域活性化に向

けた活動の輪がより一層広がっ

ていくことが期待されます。

空 き 家 な ど を 利 活 用 し た 魅 力 あ る ま ち づ く り

●お問い合わせ先　町地域振興課　 TEL096-234-1154

甲佐町まちづくり協議会

米原賢一 さん

地 域 の 資 源 を 活 か し

活 力 あ る ま ち づ く り

　まちづくり勉強会は、「観光ま

ちづくり」をテーマに、地域の魅

力を再考し、可能性を感じてもら

うことで、まちの活性化のきっか

けになればとの思いで開催しまし

た。

　地域が主体となって独自の地域

資源を活かすことで、地域外交流

を生み出し、共に活力あるまちづ

くりが実現していけるよう引き続

き取り組んでいきたいと思います。

　みなさんも一緒にまちづくりに

参加しませんか。


